
○水稲（殺菌剤（箱施用剤を除く））

6g/箱 播種前（育苗箱土壌混和） a

50g/㎡ 播種前（折衷苗代） a

50g/㎡ 播種前（畑苗代） a

32 ヒドロキシイソキサゾールカリウム タチガレン液剤 500～1000倍，500mL/箱 播種時又は発芽後 2 a

乾燥種子重量の0.5% 浸種前（種子湿粉衣） ○ ○

20倍 浸種後（10分間種子浸漬） ○ ○

200倍 浸種前（24時間種子浸漬） ○ ○

1 ベノミル ベンレート水和剤 500倍，500mL/箱 播種時1回又は播種時と播種7日後頃の2回 2 b

20 ペンシクロン モンセレン粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 収穫21日前まで 4 ○

7 フルトラニル モンカットファイン粉剤２０ＤＬ 3～4kg/10a 収穫14日前まで 3　4 ○

7 フルトラニル モンカット粒剤 3～4kg/10a（湛水散布） 出穂30～10日前　ただし，収穫14日前まで 3　4 ○

ブームスプレイヤー  300倍，
25L/10a

3　4

1000～1500倍

7 フラメトピル リンバー粒剤 3～4kg/10a 収穫30日前まで 2 ① ○

(乾田直播を除く)乾燥種もみ1kg
当たり原液10mlを塗抹処理（専
用の種子被覆剤を加用）

播種前 ③ ○

(乾田直播を除く)乾燥種もみ1kg
当たり原液10mlをコーティング
中又はコーティング後の種もみ
に塗抹処理

播種前 ○

(乾田直播のみ)乾燥種もみ1kg当
たり原液10mlを塗抹処理（専用
の種子被覆剤を加用）

播種前 ③ ○

●「散布」（1000～1500倍採用）

7 ペンフルフェン エバーゴルシードＦＳ 1

●「乾田直播水稲：塗抹処理（専
用の種子被覆剤を加用）」は、希
釈倍数・使用量「乾燥種もみ1kg当
たり原液10ml」を採用

31 オキソリニック酸 スターナ水和剤 1

7 フルトラニル モンカットフロアブル 収穫14日前まで ○

32 ヒドロキシイソキサゾール タチガレン粉剤 1

●「育苗箱土壌混和」希釈倍数使
用量「6g/箱」を採用
●「折衷苗代」希釈倍数使用量
「50g/㎡」を採用
●「畑苗代」，希釈倍数使用量
「50g/㎡」を採用
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7 メプロニル バシタック水和剤７５ 1000倍 収穫14日前まで 3 ○ ●「散布」（1000倍希釈）

7 メプロニル バシタック粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 収穫14日前まで 3 ○

21 アミスルブロム オラクル粉剤 10～15g/箱 播種前（育苗箱土壌混和） 1 ｃ

24 カスガマイシン カスミン液剤 4～8倍，50mL/箱 覆土前（稲育苗箱） 1 ○ ○

30g/箱 播種前（育苗培土混和） ○ ○

15～20g/箱 覆土前（種籾の上から散布） ○ ○

15～20g/箱 覆土前（覆土混和） ○ ○

6 イソプロチオラン フジワンパック 小包装（パック）10～15個/10a
葉いもちに対しては初発7～10日前，穂いもち
に対しては出穂10～30日前　ただし，収穫14日
前まで

2 ○

1000倍 収穫14日前まで 2 ○

無人航空機による散布　8倍，0.8L/10a 収穫14日前まで 2 ○

6 イソプロチオラン フジワン粒剤 3～5kg/10a（湛水散布）
葉いもちに対しては初発7～10日前，穂いもち
に対しては出穂10～30日前　ただし，収穫30日
前まで

2 ○

3～4kg/10a（湛水散布） ○ ② ○ ○

4kg/10a（湛水散布） ○

1000倍 収穫7日前まで 3 ○

無人ヘリコプター　6～8倍，0.8L/10a 収穫7日前まで 3 ○

16.1 トリシクラゾール ビーム粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 収穫7日前まで 3 ○

16.1 トリシクラゾール ビームゾル

3 シメコナゾール モンガリット粒剤 収穫30日前まで 2
●「湛水散布」（使用量3～
4kg/10）
●「湛水散布」（使用量4kg/10a）

24 カスガマイシン カスミン粒剤 1

6 イソプロチオラン フジワン乳剤 ●「散布」（1000倍希釈）
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1～1.5kg/10a ○

無人航空機　1kg/10a ○

16.1 ピロキロン コラトップ粒剤５ 3～4kg/10a
葉いもちに対しては初発10日前～初発時，穂い
もちに対しては出穂30日前～5日前まで

2 ○

16.1 ピロキロン コラトップジャンボＰ
小包装（ﾊﾟｯｸ）10～13個（500～
650g）/10a

葉いもちに対しては初発20日前～初発時，穂い
もちに対しては出穂30日前～5日前まで

2 ○

16.3 トルプロカルブ ゴウケツパック 小包装(ﾊﾟｯｸ）10個（450g）/10a 出穂5日前まで 　ただし収穫30日前まで 1 ○

16.3 トルプロカルブ ゴウケツ粒剤 3～4kg/10a 出穂5日前まで 　ただし収穫30日前まで 1 ○

葉いもちは初発の10日前～初発時 ○

移植活着後及び出穂3～4週間前　ただし収穫14
日前まで

○

乾燥種もみ1kg当たり原液6～
12mlを塗抹処理（専用の種子被
覆剤を加用）

播種前（浸種前） 1 ○

乾燥種もみ1kg当たり原液6～
12mlをコーティング中又はコー
ティング後の種もみに塗抹処理

播種前（浸種後） 1 ○

1000倍 ○

ブームスプレイヤー　250倍，
25L/10a

○

無人航空機　8倍，0.8L/10a ○

1000倍，0.5L/箱 a,d

2000倍，1L/箱 a,d

U17 ピカルブトラゾクス ナエファイン粉剤 6～8g/箱 播種前（育苗箱土壌混和） 1 a

U17 ピカルブトラゾクス ナエファインフロアブル 播種時（土壌灌注） 2

P3 イソチアニル ルーチンシードＦＳ

U16 テブフロキン トライフロアブル 収穫14日前まで 2

P2 プロベナゾール オリゼメート粒剤 3～4kg/10a 2

16.1 ピロキロン コラトップ１キロ粒剤１２
葉いもちに対しては初発10日前～初発時，穂い
もちに対しては出穂30日前～5日前まで

2
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U18 バリダマイシン バリダシン液剤５ 1000倍 収穫14日前まで 5 ○

U18 バリダマイシン バリダシン粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 収穫14日前まで 5 ○

U18 バリダマイシン バリダシンエアー
無人ヘリコプター  8倍，
800mL/10a

収穫14日前まで 5 ○

M1 塩基性硫酸銅 Ｚボルドー粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 出穂10日前まで - ○

500倍，500mL/箱 d

1000倍，1L/箱 d

500倍，500mL/箱 播種時又は発芽後 a

1000倍，1L/箱 播種時 a

32/4
ヒドロキシイソキサゾール／メタラ
キシルＭ

タチガレエースＭ粉剤 6～8g/箱 播種前（育苗箱土壌混和） 1 a

500倍，500mL/箱 e

1000倍，1L/箱 e

20倍 浸種前（10分間種子浸漬） ○ ○ ○ e ○ ○

200倍 浸種前（24時間種子浸漬） ○ ○ ○ e ○ ○

7.5倍 （使用量は乾燥種籾1kg当
たり希釈液30mL）

浸種前（種子吹き付け処理（種子消毒機使用）
又は塗沫処理）

○ ○ ○ e ○ ○

3/M1 イプコナゾール／水酸化第二銅 テクリードＣフロアブル 1

32/4
ヒドロキシイソキサゾール／メタラ
キシルＭ

タチガレエースＭ液剤 1

1/M5 ベノミル／ＴＰＮ ダコレート水和剤 播種時～緑化期　ただし播種14日後まで 2

M5 ＴＰＮ ダコニール１０００ 播種時～緑化期　ただし播種14日後まで 2
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1000倍 ○

ブームスプレイヤー  300倍，
25L/10a

○

無人ヘリコプター　8倍，
0.8L/10a

○

16.1/U14 トリシクラゾール／フェリムゾン ノンブラス粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 収穫7日前まで 2 ○ ○

1000倍，60～150L/10a ○ ○ ○

ブームスプレイヤー　300倍，
25L/10a

○

U14/16.1 フェリムゾン／フサライド ブラシン粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 収穫7日前まで 2 ○ ○

U18/U14
/16.1

バリダマイシン／フェリムゾン／フ
サライド

ブラシンバリダ粉剤ＤＬ 3～4kg/10a 収穫14日前まで 2 ○ ○ ○

200倍 浸種前（24時間種子浸漬） ○ ○ ○ f ○ ○

7.5倍（使用量は乾燥種籾1kg当
たり希釈液30mL）

浸種前（種子吹き付け処理（種子消毒機使用）
又は塗沫処理）

○ ○ ○ f ○ ○

乾燥種籾重量の0.5% 浸種前（種子湿粉衣） ○ ○ ○ f ○ ○

200倍 浸種前（24時間種子浸漬） ○ ○ ○ ○ ○

7.5倍（使用量は乾燥種籾1kg当
たり希釈液30mL）

浸種前（種子吹き付け処理（種子消毒機使用）
又は塗沫処理）

○ ○ ○ ○ ○

U14/16.1 フェリムゾン／フサライド ブラシンフロアブル 無人航空機　8倍　0.8L/10a 収穫7日前まで ○

注１）①は疑似紋枯症（赤色菌核病菌，褐色菌核病菌）での登録を示す。
注２）②は疑似紋枯症（褐色紋枯病菌，赤色菌核病菌，灰色菌核病菌，褐色菌核病菌）での登録を示す。
注３）③は疑似紋枯病（赤色菌核病菌，褐色菌核病菌，褐色紋枯病菌）での登録を示す。
注４）苗立枯病　a：ピシウム・フザリウム，b：トリコデルマ，c：ピシウム，d：リゾプス，e：リゾプス・トリコデルマ，f：リゾプス・トリコデルマ・フザリウム
注５）同名の剤であっても農薬会社によっては登録内容が異なることもあるので，使用する際は農薬の容器（袋）のラベルを確認する。

M1/12/3
塩基性塩化銅／フルジオキソニル／
ペフラゾエート

モミガードＣ水和剤 1

M1/12/3
塩基性塩化銅／フルジオキソニル／
ペフラゾエート

モミガードＣ・ＤＦ 1

U14/16.1 フェリムゾン／フサライド ブラシンフロアブル 収穫7日前まで 2

16.1/U14 トリシクラゾール／フェリムゾン ノンブラスフロアブル 収穫7日前まで 2


